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●はじめに

このたびは、エビ印コードレスリベッター（以降、本機と省略します）をお買い上げいただき、

まことにありがとうございます。

１
１ 重要なお知らせ

１
２ 免責について

・  本機を取り扱う前に、 必ず本書をよくお読みください。 また、  本機の取り扱いや付属

品の交換及び部品交換は本書の記載内容に従ってください。

・  本書の内容につきまして、 ご不明な点やご質問がございましたら、 お買い求めの販売

店又は当社コールセンターにお問い合わせください。

・  本機に混在する危険の全てを予測し、 本書に記載することはできません。 本機を取り

扱う際は、 本書に記載されていることだけでなく、 安全対策に関して十分配慮してくだ

さい。

・  本書は、 日本語を原語として作成されています。 お客様の責任において本書の内容

を十分に理解してください。

・  本書の著作権は ｢ 株式会社　ロブテックス ｣ が所有します。 本書の内容を無断で公開、

複写、 複製又は別の言語に翻訳することは禁じられています。

・  本機は、 エビ印ブラインドリベットをかしめ締結させるためのブラインドリベット専用工具

です。 他の用途を意図した設計 ・ 製造 ・ 販売はいたしておりません。

・  本取扱説明書 ( 以降、 本書と省略します ) には本機を安全に、 しかも効率よくお使い

いただくための正しい操作方法や保守点検の方法及び製品情報を記載しています。

・  お使いになるリベットの仕様や強度は、 お客様において十分設計検討されたリベットを

ご使用ください。

・  本機の誤用、 乱用、 無断改造等が原因で発生した直接または間接の傷害、 損失利

益の補償及びリベットの強度等、 リベット自身に関する保証はいたしません。

・  当社には、 当社の文書による承認のない改造により発生した一切の損害又は傷害に

対して何らの責任はないものとします。

・  当社には、 推奨部品以外の部品の使用により発生した一切の損害又は傷害に対して

何らの責任はないものとします。

取扱説明書改訂履歴

品名 ： コードレスリベッター

型式 ： R2B1

初版発行年月日 2020 年 4 月

五版発行年月日 2025 年 12 月
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◆お読みになった後は、 お使いになる方がいつでもご覧になれる所に必ず保管してください。

◆ ご使用前に、 この 「安全上のご注意」 全てをよくお読みのうえ、 十分理解したうえ
で正しく安全に使用してください。

◆ ここに示した注意事項は             と             に区分けしていますが ､ それぞれの意味は

下記のとおりです。

警 告 注 意

           ：  誤 った取り扱いをした際に、 使用者が死亡又は重傷を負う可能性が想定

される内容のご注意

              ：  誤った取り扱いをした際に、 使用者が傷害を負う可能性が想定される場合

及び物的損害のみの発生が想定される場合の内容のご注意

なお、             に記載した事項でも重大な結果に結び付く可能性があります。 いずれ

も安全に関する重要な内容を記載していますので、 必ず守ってください。

◆ 本機をご使用中は、 必ず保護めがねを着用してください。 切断されたリベットのマ
ンドレルが飛び出し傷害を及ぼすおそれがあります。

警 告

注 意

注 意

●安全上のご注意

警 告

必ず行う

1.  充電時、所定の充電時間を越えても充電が完了しない場合、充電を停止する。

・  お買い求めの販売店又は当社にご相談ください。 充電を継続すると、 事故

やけがの原因になるおそれがあります。

2. 電池パックの異臭、 発熱、 変色、 変形、 その他今までと異なることに気づい

た場合は、 直ちに使用を中止し、 本機あるいは充電器より取り外す。

・  お買い求めの販売店又は当社にご相談ください。 使用を継続すると、 事故

やけがの原因になるおそれがあります。

3.  定格表示してある電源で使用する。

・  直流電源やエンジン発電機、 変圧器、 昇圧器等のトランス類等では使用し

ないでください。 異常発熱、 発火の原因になるおそれがあります。

4.  電池パックは、 換気の良い所で充電する。

・  電池パックや充電器を、 充電中に布等で覆わないでください。 発熱、 発煙、

発火等の原因になるおそれがあります。
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警 告

必ず行う

5. 充電器の使用中に発煙、異臭等の異常が発生した場合、直ちに使用を中止し、

電源プラグをコンセントから抜く。

・  お買い求めの販売店又は当社にご相談ください。 使用を継続すると、 事故

やけがの原因になるおそれがあります。

6.  電池が漏液したり異臭がしたりする場合は、 直ちに使用を中止し火気より遠ざ

ける。

・  お買い求めの販売店又は当社にご相談ください。 使用を継続すると、 事故

やけがの原因になるおそれがあります。

7.  電池パック及び充電器を丁寧に取り扱う。

・  電池パック及び充電器を落としたり強い衝撃を与えないようにしてください。

外郭ケースが破損した場合は使用しないでください。 感電、 発煙、 発火、

破裂等のおそれがあります。

・  電池パック及び充電器を分解したり、 改造したりしないでください。 感電、

発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

・  事故やけがの原因になるおそれがあります。

8.  電池が漏液した場合、 素手で液を触らず、 以下の処置をする。

・  液が目に入った場合、 失明のおそれがあります。 目をこすらずに、 すぐに

きれいな水で洗った後、 医師にご相談ください。

・  液が体や衣服に付くと、 皮膚の炎症やけがの原因になるので、 きれいな

水で十分洗い流した後、 医師にご相談ください。

・  液漏れした電池パックは使用を中止し、 火に近づけないようにしてください。

すぐに販売店にご相談ください。

9.  電源プラグは根元まで確実に差し込む。

・  差し込みが不完全ですと、 感電や発熱による火災の原因になるおそれが

あります。 傷んだプラグ、 緩んだコンセントは使用しないでください。

10. 使用中に、 動作不良、 発熱、 発煙又は異音等の異常が認められる場合、

直ちに電池パックを取り外し、 使用を中止する。

・  お買い求めの販売店又は当社にご相談ください。 使用を継続すると、 事故

やけがの原因になるおそれがあります。

11.  専用の純正部品のみを使用する。

・  本書及び当社カタログに記載されている純正部品以外のものは使用しない

でください。 重大な事故やけがの原因になるおそれがあります。

12.  作業場の周囲状況も考慮する。

・  事故やけがの予防となります。

13.  作業場は、 十分に明るくする。

・  暗い場所での作業は、 事故やけがの原因になるおそれがあります。
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警 告

必ず行う

14.  保護具、 保護めがねを常に使用する。

・  防塵マスク、 安全靴、 ヘルメット、 聴覚保護具等を適切に利用し、 事故や

けがを事前に防止してください。

15.  部品や付属部品の取り換えは指定の手順に従って行う。

・  指定の手順に従わないと、 故障、 事故やけがの原因になるおそれがあり

ます。

16. 不意な作動は避ける。 非作業時は、 トリガスイッチに指や物を触れないよう

にする。

・  トリガスイッチに指をかけて運ばないでください。 不意に始動して、 事故や

けがの原因になるおそれがあります。

17. 使用しない場合、 その他危険が予想される場合は、 本機のスイッチを切り、　

電池パックを本体から取り外す。

・  不意な作動等により、 事故やけがの原因になるおそれがあります。

18. 保守、 点検、 部品の交換を行う際は、 必ず電池パックを取り外す。

・ 不意な作動等により、 事故やけがの原因になるおそれがあります。

19. ２個以上の電池パックを連続して使用する場合は、 本体を１５分程度休止さ

せる。

・  本体の温度が過剰に上昇し、 火傷をするおそれがあります。

禁止

20.  充電器の使用温度範囲外では、 電池パックを充電しない。

・  正しく充電されないばかりか、電池パックの寿命が短くなります。 また、発熱、

発煙、 発火、 破裂等の原因になるおそれがあります。

21.  劣化した電池パックは使用しない。

・ 漏液、 感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

22. 電池パックを水のような導電体に浸さない。 また電池パックの内部に水のよ

うな導電体を侵入させない。

・  電池パック内部に水のような導電体が侵入すると短絡し、 発熱、 発火、 破

裂のおそれがあります。

23.  使用済み電池パックは一般家庭ごみとして捨てない。

・  捨てられた電池パックがごみ収集車内等で破壊されて短絡し、 火災等の事

故の原因になるおそれがあります。

24.  強い静電気の発生する場所では使用しない。

・  異常動作、 漏液、 感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

25.  （+） と （-） とを逆にして使用しない。

・  漏液、 感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。
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警 告

禁止

26.  電池パックを直接コンセントや自動車のシガレットライターに接続しない。

・  漏液、 感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

27.  電池パックを電子レンジや高圧容器に入れる等して加熱や高圧を与えない。

・  漏液、 感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

28.  電池パックを指定機器以外の用途に使用しない。

・  漏液、 感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

29. 電池パックを取り外す際、 電池パックにクリップ、 コイン、 鍵、 ねじ又は釘等　

の金属類を近づけない。

・  電池パックが短絡し、 感電、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

30.  電池パックの端子間を短絡させない。

・  ピン等の金属類と一緒に持ち運んだり保管したりすると短絡して、 発煙、

発火、 破裂等のおそれがあります。

31.  電池パックを火中に投入しない。

・  有害物質の発生、 発煙、 発火、 破裂等のおそれがあります。

32. 電源プラグやケーブルが損傷した充電器や、 落としたり、 何らかの損傷を受　

けた充電器は使用しない。

・  感電、 発熱、 発煙、 発火等のおそれがあります。

33.  可燃性の液体やガスのある場所で使用したり充電したりしない。

・  発煙、 発火、 爆発等のおそれがあります。

34.  雨中や湿った場所又は濡れた場所で、 使用したり充電したりしない。

・  感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等の原因になるおそれがあります。

35.  濡れた手で電源プラグに触れない。

・  感電のおそれがあります。

36. 疲れている場合やアルコール、 治療薬物等により動作や思考力が低下して

いるときは使用しない。

・  重大な事故やけがの原因になるおそれがあります。

37.  改造はしない。 また、 分解したり修理をしない。

・  本機は、 該当する安全規格に適合していますので改造しないでください。

・  修理は必ずお買い求めの販売店又は当社にご相談ください。 ご自分で修

理しますと、 事故やけがの原因になるおそれがあります。

38.  ほこりや粉塵の多い場所で使用、 保管しない。

・  内部に粉塵等の異物が入ると、 発熱、 発煙、 発火等、 事故の原因になる

おそれがあります。
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警 告

禁止

39. リベッターの先端をあなた自身又は他の人に向けない。

・  予期せずリベットが飛び出し、 けがをするおそれがあります。

40.  マンドレルコレクター （廃マンドレル用タンク） を取り付けずに使用しない。

・ リベットのマンドレルが勢いよく飛び出し、 事故やけがの原因になるおそれ

があります。

41.  適応リベット径以外のリベットをリベッティングしない。

・  事故やけがの原因になるおそれがあります。

42.  ノーズピース、 イジェクトパイプの穴をのぞかない。

・  切断後のリベットのマンドレルが飛び出し、 けがをするおそれがあります。

43.  発煙したときは、 煙を吸い込まない。

・  身体に害を及ぼすおそれがあります。

44.  通風孔をふさがない。

・  やけどをしたり異常加熱により。 発火するおそれがあります。

45.  通風孔から出る熱風を直接肌に当てない。

・  高温になっており、 火傷をするおそれがあります。

46.  作業直後は金属部分に触れない。

・  高温になっており、 火傷をするおそれがあります。

注 意

必ず行う

1.  充電器は、 注意深く手入れをしてください。

・  充電器の電源ケーブルは定期的に点検し、 損傷している場合はお買い求

めの販売店 又は当社に修理を依頼してください。 感電やショートして発火

のおそれがあります。

・  延長コードを使用する場合は、 定期的に点検し、 損傷している場合には交

換してください。 感電やショートして発火するおそれがあります。

2.  充電器を使用しない場合は充電器の電源プラグをコンセントから抜く。

・  感電、 火災等の事故の予防となります。
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注 意

必ず行う

3. 電源プラグ及びコンセントにたまったほこりや汚れは、 乾いた布でふき取る。

・  感電、 火災等の事故の予防となります。

4.  充電時以外、 電池パックは充電器から抜く。

・  感電、 火災等の事故の予防となります。

5.  電源プラグを抜くときは、 コードを持たずに必ず電源プラグを持って抜く。

・  コードを持って抜くと感電、 短絡の原因になるおそれがあります

6.  使用環境に合った延長コードを使用する。

・  屋外で充電する場合、 キャブタイヤコード又はキャブタイヤケーブルの延長

コードを使用してください。

7.  油断しないで十分注意して作業を行う。

・  工具を使用する場合は、 取扱方法、 作業方法、 周囲の状況等十分注意し

て慎重に作業してください。 軽率な行動をすると事故やけがのおそれがあ

ります。

・  常識を働かせてください。 非常識な行動をすると事故やけがのおそれがあ

ります。

・  疲れている場合は使用しないでください。 事故やけがのおそれがあります。

8.  損傷した部品がないか点検する。

・  使用前に損傷がないか十分点検し、 正常に動作するか、 また所定機能を

発揮するか確認してください。

・  可動部分の取付け状態、 部品の破損、 その他、 運転に影響を及ぼす全て

の箇所に異常がないか確認してください。

・  トリガースイッチの操作で始動及び停止の出来ない場合は、 使用を中止し

てください。 異常動作により、 事故やけがの原因になります。

9.  使用しない場合は、 きちんと保管する。

・  乾燥した場所で、 子供の手の届かない高い所又は鍵のかかる所に保管し

てください。 事故やけがの原因になるおそれがあります。

10.  作業場は、 いつもきれいに保つ。

・  散らかった場所や作業台は、 事故の原因になるおそれがあります。

11.  雷が発生している場合は充電せず、 電源プラグをコンセントから抜く。

・  落雷による故障、 事故やけがの原因になるおそれがあります。

12.  適切な服装で作業する。

・  長い髪は帽子やヘアカバーで覆う等し、 だぶだぶの衣服やネックレス等の

装身具は着用しないでください。 巻き込まれ、 けがの原因になるおそれが

あります。

13. 購入後、 初めて使用する際に、 大きなさび、 損傷、 異臭、 発熱又はその他

異常が認められた場合は、 使用を中止する。

・  お買い求めの販売店又は当社にご相談ください。 使用を継続すると、 事故

やけがの原因になるおそれがあります。



9

注 意

禁止

14.  高所作業の際は下に人がいないことを確認する。

・  材料、 本機又は切断後のリベットのマンドレルの落下等、 事故の原因にな

るおそれがあります。

15.  本体が熱くなったら作業を中断し、 温度が下がってから使用する。

・  守らないと火傷をするおそれがあります。

16.  充電器の電源ケーブルを乱暴に扱わない。

・  電源ケーブルを持って充電器を運んだり、 電源ケーブルを引っ張ってコンセ

ントから抜いたりしないでください。

・  電源ケーブルを熱、 油、 角のとがった所に近づけないでください。

・  電源ケーブルが踏まれたり、 引っ掛けられたり、 無理な力を受けて損傷す

る事がないように充電する場所に注意してください。 感電やショートによる

発火のおそれがあります。

17.  温度が 50℃以上に上がる可能性のある場所 （金属の箱や夏の車中等） に

保管しない。

・ 劣化の原因になり、 感電、 発熱、 発煙、 発火、 破裂等の原因になるおそ

れがあります。

18.  無理して使用しない。

・  安全に能率よく作業するために、 能力に合った速さで作業してください。 能

力以上での使用は事故の原因になるおそれがあります。

・  モーターがロックするような無理な使い方はしないでください。 発熱、 発煙、

発火のおそれがあります。

19.  無理な姿勢で作業しない。

・  常に足元をしっかりさせ、 バランスを保つようにしてください。 転倒して、 事

故やけがの原因になるおそれがあります。

20.  フレームヘッドを外した状態で本機を操作しない。

・  指等をはさみ、 けがをするおそれがあります。

21.  切断後のリベットのマンドレルを散乱させない。

・  マンドレルが散乱すると、 事故やけがの原因になるおそれがあります。

22.  LED ライトの光を直接目に当てない。

・  LED ライトの光が連続して目に当たると、 目を痛める原因になるおそれが

あります。

23.  子供を近づけない。 作業者以外、 工具や充電器、 電源ケーブルに触れさ

せない。

・  トラブル、 事故やけがの原因になるおそれがあります。

24.  不必要な油や異物がついた状態で使用しない。

・  落下して事故になるおそれがあります。 また、 内部に侵入すると、 感電、

発煙、 発熱、 発火、 破裂のおそれがあります。 かわいた布などで除去し

てください。
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フレームヘッドナット

保持ノーズピースユニット

フレームヘッド

作業灯 (LED ライト )

トリガースイッチ

インジケータパネル

電池パック

マンドレルコレクター

ハンガー※

フレームヘッドナット

フレームヘッドダンパー

保持ノーズピースユニット

フレームヘッド

ジョーケースヘッド

超硬質ジョー中

ジョープッシャーユニット

O リング （P-4）

ジョープッシャースプリング

回り止めリング
O リング （P-14）

●各部の名称

※ハンガーは製品出荷時には

   取り付けておりません。

   必要に応じて、 取り付けて

   ご使用ください。

通風孔

●本体

●フレームヘッド周辺および内部

（P.21 参照）
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●電池パック

●充電器

通風孔
電池パック装着部

LED ランプ

緑色 ・ 赤色

通風孔

ボタン

爪

端子部

●電源ケーブル

電源プラグ

インレットプラグ
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※製品の仕様、 デザインは予告なく変更することがあります。
※大きさ、 重量等は標準値ですので多少の数値の上下があります。
※定格銘板の配置場所 ( 注意 ・ 警告銘板取り付け位置 ) は、 本体下部側面にあります。
※シリアル No. は本体底面に 3 ケタの英字と 5 ケタの数字で表示されています。

製造年月の見方

製造年月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

略号 A B M N K W T Y U O L Z

取付電池容量 標準容量 大容量 （オプション）

本

体

品番 R2B1

重量 1.7 kg 2.0 kg

使用電源 DC 18 V

大きさ L307 × W76 × H260 mm L307 × W76 × H279 mm

工具ストローク 25 mm

公称出力 10.5 kN
ブラインドリベット径使用範囲 φ mm φ 2.4 ・ 3.2 ・ 4.0 ・ 4.8 mm

動作環境 周囲温度 0 ～ 40 ℃

騒音  75 dB （LpA）

振動 2.5 m/sec2 以下

電
池
パ
ッ
ク

品番 BPL1825 BPL1850

電池 Li-ion 充電池

定格電圧 18 V

定格容量 2.5Ah 5.0Ah

重量 400 g 690 g

大きさ L116 × W76 × H49 mm L116 × W76 × H68 mm

充

電

器

品番 BC037T

使用電源 AC 100 ～ 240 V

定格充電電圧 20.75 V

定格充電電流 2.3 A

充電時間 65 分 135 分

大きさ L145 × W109 × H70 mm

重量 395 g

動作環境 周囲温度 0 ～ 40 ℃

● 仕   様

例） 2 0 ② ⓪  年  ⑫月

⇒
シリアル No.

↓
O

↓
ZB

↓ BOZ ○○○○○

注 意 : ①当社スタンダードリベット相当品のみを使用してください。

  　　　　　  ②マンドレル径φ 3.1 以上は使用しないでください。
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ノーズピース ジョープッシャーユニット

サイズ表示の刻印

●ご使用前の準備

１
１ 電池パックをご使用前に充電してください。 （P.16 参照）

１
2 ご使用のブラインドリベットのサイズに合わせて部品

（ノーズピース、 ジョープッシャーユニット） を交換し

てください。 （P.22 ～ 25 参照）

注  意

ブラインドリベットが挿入できても、 正しくない組み合わせの部品で作業しないでくださ

い。 故障や事故の原因となります。

リベットサイズ
（リベット径）

ノーズピース &
ジョープッシャー

ユニット刻印

φ 2.4 2.4

φ 3.2 3.2

φ 4.0 4.0

φ 4.8 4.8

リベット径

ボディ

マンドレル

ノーズピースとジョープッシャーユニットの交換だけで各サイズの標準的なブラインドリ

ベットが使用できます。 ご購入時にはφ 4.8 サイズ用のノーズピースとジョープッシャー

ユニットが取り付けてあります。

１
3 マンドレルコレクターの中に異物がないか確認してください。

マンドレルコレクターのレバーを押し下げながら ( ① )、 下側に回して取り外してください

( ② )。 その後、 マンドレルコレクターの中に、 何も入っていない状態にしてください。

注  意

マンドレルコレクター内に異物が入ったまま使用した場合、 マンドレルの排出が阻害さ

れリベッターの故障の原因となるおそれがあります。

本体

マンドレルコレクター

レバー

②

①
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１
4 マンドレルコレクターを装着してください （①）。

マンドレルコレクターは、爪が本体に 『カチッ』 とかみ合うまで確実に装着してください （②）。

注  意

本機は安全の為、マンドレルコレクターを取り付けないと作動しないようになっています。

また、 マンドレルコレクターが破損した場合は新しいものと交換してください。

破損したままご使用されると、 切断されたブラインドリベットのマンドレルが勢いよく飛び

出し、 事故やけがの原因になるおそれがあります。

本体

マンドレルコレクター

爪

接続部

①

②
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１
5 電池パックを装着してください。

電池パックは、 爪が本体に 『カチッ』 とかみ合うまで確実に装着してください。

本体

電池パック

爪

注  意

急に作動する場合がございますので、 可動部に触れずに電池パックを取りつけてくだ

さい。

１
6 リベッティング作業を開始する前にトリガースイッチを引いて、 正常に動作するかを確認して

ください。

確認できましたら、 ご使用前の準備は完了です。
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●充電手順

１
１ 充電器に電源ケーブルを接続し （①）、 コンセントに電源プラグを差し込んでください

（②）。

通電すると緑色 LED ランプがゆっくり点滅します。

充電には必ず専用充電器をご使用ください。

注  意

この充電器は交流 100V から 240V にて使用できますが、 日本国内においては安全

規格上、 交流 100V にてご使用ください。

直流電源やエンジン発電機では使用しないでください。

コンセント充電器

電源ケーブル

電源プラグ

① ②

LED ランプ

１
2 電池パックを充電器の奥までしっかり差し込んでください。

奥まで差し込むと、 LED ランプの点灯状態が変化します。

各ランプの表示内容は次表のとおりです。

電池パック
充電器

LED ランプ
緑色 ・ 赤色
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LED ランプ点灯状態
表示内容

赤色 緑色

- 点滅 （低速） 充電待機中 （充電器が通電している状態）

点灯 - 充電中

- 点滅 （高速） 実用充電完了 （80% 充電完了 ・ 満充電中）

- 点灯 満充電完了 （充電完了）

点滅 （低速） - 適正温度外のため充電停止中

点灯 点灯 充電不可 （異常状態）

注  意

電池パックの温度が高いとき、 又は低いときは電池パックの保護のため充電されま

せん。

電池パックが適正な温度になると充電を開始します。

充電は 0 ～ 40℃の環境で行なってください。

１
3 充電が完了しましたら、 電池パックを充電器から取り外し、 電源プラグをコンセントから

抜いてください。

リベット

ボディ径

電池パック 2.5Ah

（標準）

電池パック 5.0Ah

（オプション）

φ 2.4 1700 3400

φ 3.2 1500 3000

φ 4.0 1200 2400

φ 4.8 1100 2200

 締結可能本数（目安）

電池パック満充電の場合の連続締結可能本数です。          [ 本 ]

※ 締結本数は目安です。

使用リベット、 母材仕様及び電池パックの状態等によって変わります。
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●作業手順

リベッティングする母材の厚さにあったサイズのブラインドリベットを選択してください。
１
１

ブラインドリベットサイズに合わせてノーズピースとジョープッシャーユニットを交換してくだ

さい。 （P.13 「ご使用前の準備」      参照）

１
2

１2

リベッティングする母材に正しい下穴 （リベット径よりφ 0.1 ～ 0.2mm

大きい） を開けてください。

１
3

ブラインドリベットのマンドレルをリベッターの先端に挿入してください。１
4

注  意

ブラインドリベットのマンドレルの先がとがっているものもあります。

指を傷つけないように注意してください。

ブラインドリベットのボディを下穴に差し込んでください。
１
5

＜使用温度＞周囲温度が0℃～40℃の範囲でご使用ください。

警  告

・  絶対にノーズピースの穴をのぞき込まないでください。 切断されたマンドレルが飛び

出し、 けがをするおそれがあります。

・  下向きに作業される場合、 切断されたマンドレルがノーズピースから排出される場合

がありますので、 ご注意ください。

・  異音、 異臭、 発煙等異常が見られた場合は直ちに本体から電池パックを取り外して

ください。 異常の原因が不明な場合は当社にお問い合せ又は修理を依頼してくださ

い。

●リベッティング作業
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リベッターの先端を母材に軽く押し当て、 母材等にすき間がないことを

確認後、 トリガースイッチを引いてください。

１
6

母材にブラインドリベットのボディがリベッティングされます。１
7

リベッターを後方に傾けて、 トリガースイッチをはなし、 切断された

マンドレルをマンドレルコレクター、 又は外部に排出してください。

切断されたマンドレルがノーズピース先端から突き出る場合があり

ますが、 故障ではございません。

突き出たマンドレルを取り除いて作業を継続してください。

１
8

注  意

マンドレルが確実に排出された後、 次のリベッティングに移ってください。

マンドレルコレクター上部にマンドレルが滞留している場合は、 リベッターを軽く振っ

て下部に落としてください。 マンドレル同士が干渉し、 事故やけがの原因となるおそ

れがあります。

マンドレル
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１
9 マンドレルがマンドレルコレクターに半分ほどたまりましたら、

マンドレルコレクターを取り外して、 中のマンドレルを
廃棄してください。 （P.13,14 「ご使用前の準備」            参照）

注  意

マンドレルがたまりすぎると、 マンドレルの排出が阻害され

逆流やリベッターの故障につながります。

可能な限り、 こまめにマンドレルコレクター内のマンドレル

を廃棄してください。

１3 １4

リベットボディ径 収容能力 [ 本 ] 廃棄目安 [ 本 ]

φ 2.4 700 350

φ 3.2 450 250

φ 4.0 300 150

φ 4.8 200 100

コレクター収容能力の目安

※収容能力は目安です。 使用リベットのマンドレル径や長さによって変わります。

１
9

< マンドレルを前方排出したい場合 >

リベッティング後のマンドレルを前方排出したい場合は 「部品表のオプション品 （P.29

参照 )」 のノーズピースを使用しリベッティング後、 トリガースイッチを引いたまま排

出したい位置に本機を移動させトリガースイッチを離してください。



21

●電池残量の表示

リベッターを作動させると、 現在の電池残量が LED ランプの点灯で下表のとおり表現
されます。
LED ランプが消灯してから 8 秒以内に本体下部のインジケータパネル右側のボタンを
押下すると、 再度電池残量が LED ランプの点灯で表現されます。

１
１

LED ランプ点灯状態 表示内容

左端 中央 右端

点灯 点灯 点灯 残容量 100 ～ 70％

点灯 点灯 - 残容量 70 ～ 30％

点灯 - - 残容量 30％未満

点滅 - - 残容量不足  ※ 1

- - - 電池未装着  ※ 2

点滅 - 点滅 安全装置作動  ※ 3

電池残量
表示ボタン

LED ランプ× 3

●作業灯（LED ライト）の点灯

LED ランプ点灯後、 2 秒後に消灯します。
１
2

動作停止後 10 秒以内に、本体下部のインジケータパネル左側のボタンを押下すると、
リベッター作動時の点灯 / 非点灯を切り替えられます。

１
2

作業灯切替ボタン

リベッターを作動させるとフレームヘッド下部に設置された作業灯が点灯し、 動作停
止後約 10 秒で消灯します。

１
１

※ 1  電池を充電してください。

※ 2  電池を装着してください。

※ 3   マンドレルコレクターの装着を確認して
ください。締結可能本数 （目安） （P.17 参照）
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②

●保守点検のポイント

●フレームヘッド内部の清掃 ※交換部品の取換えの際もご参照ください。

１
1 電池パックを本体から取り外してください。

ボタンを押し下げながら （①）、 電池パックをスライドさせてください （②）。

リベッティングを長時間行うと、 マンドレルの切粉やごみが各部にたまりトラブルの原因と

なります。 本書の記載内容に従って、 定期的に掃除を行ってください。

切粉がたまるとジョーの円滑性が損なわれ、 正常な作業ができなくなります。

リベッティング本数 2,000 本に一度程度を目安に掃除してください。

注  意

本機のお手入れ、 部品交換等の分解時には、 必ず電池パックを取り外してください。

電力が供給された状態で手入れや分解を行うと、 部品の飛び出し、 感電、 予期せ

ぬ動作等により、 事故や障害を負うおそれがあります。

フレームヘッドを外した状態で本機を操作しないでください。 指をはさむ等、 障害を

負うおそれがあります。

１
2 フレームヘッドナットを緩めて外し ( ① ・ 右ねじ )、 フレームヘッドを取り外してくださ

い ( ② )。

フレームヘッドナット

フレームヘッド

分

解

ボタン

①

②
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１
4 ジョー、 ジョープッシャーユニット、 ジョープッシャースプリング、 O リングを取り出し

てください。

ジョー

ジョープッシャーユニット O リング (P-4)

ジョープッシャースプリング

注  意

ジョー、 ジョープッシャーユニット、 ジョープッシャースプリング、 O リング、 ジョーケー

スヘッド、 ノーズピースは定期的な交換が必要な部品です。 傷んだり破損している

場合は、 交換を行なってください。

１
3 回り止めリングを後ろに当たるまでスライドさせ （①）、 ジョーケースヘッドを緩めて

外してください （② ・ 右ねじ）。

①

②

回り止めリング

ジョーケースヘッド

注  意

回り止めリングは取り外さず、 スライドさせるだけでジョーケースヘッドを緩めること

ができます。

分

解

ノーズピースの交換をする際は、 ノーズピースの二面取りとフレームヘッド端部の

二面取りにレンチ等の工具を掛けて作業してください （右ねじ）。

二面取り

ノーズピース

フレームヘッド

緩める締める
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１
5 取り外した部品をブラシ等で清掃してください。

特にジョー、 フレームヘッド内側、 ジョーケースヘッド内側はごみがたまりやすいの

で必ず清掃してください。

注  意

ジョー背部 （円錐面） 又はジョーケースヘッド内部 （円錐面） にはエビ印潤滑油

「JO50 （二硫化モリブデングリス） （別売り）」 を塗布してください。

先に O リングを、ジョープッシャーユニッ

トに取り付けると組立やすくなります。

清

掃

ジョー
フレームヘッド

内側奥部 （断面図）

組

立

１
6 ジョー背部 （円錐面） 又はジョーケースヘッド内部 （円錐面） に潤滑油を塗布し、

ジョーをジョーケースヘッド内に入れてください。

潤滑油

１
7 ジョープッシャーユニットに O リング （P-4) を取り付けた後、 ジョーケースの内部に

ジョープッシャースプリング、 ジョープッシャーユニットの順に入れてください。

ジョープッシャーユニット

O リング (P-4)

ジョープッシャー

スプリング

ジョーケース

ジョーケースヘッド

注  意

O リング （P-4) を忘れずに取り付けてください。
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組

立

１
8 ジョーケースヘッドをいっぱいまで締め （右ねじ） ( ① )、 そこから最初に切りかけ

部が合わさる位置まで戻してください ( ② )。 回り止めリングを切りかけ部にスライ

ドさせて、 挿し込んでください ( ③ )。

ジョーケースヘッドが自由に回転しなくなったことを確認してください。

１
10 全ての部品を組み立てましたら、 正常に動作するかを確認してください。

確認できましたら、 フレームヘッド内部の清掃は完了です。

①
②

切りかけ部 ③

ジョーケースヘッド

回り止め
リング

注  意

ジョーケースヘッドが自由に回転すると、使用中に緩み、破損するおそれがあります。

１
9 フレームヘッド、 フレームヘッドダンパー、 フレームヘッドナットの順番で本体に取

り付け、 フレームヘッドナットを締めて固定してください （右ねじ）。

フレームヘッドナット フレームヘッドダンパー フレームヘッド

注  意

フレームヘッドナットのかじりを防止するため、 ねじ部に潤滑油等を塗布してください。
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●ノーズピースの清掃

リベットを挿入しても保持が弱い又はできない場合は、 ノーズピースの鋼球が入っている

穴と鋼球を清掃、 潤滑してください。

注  意

部品が小さいので、 紛失に注意してください。

鋼球が入っている穴と鋼球の清掃は、 ノーズピースをフレームヘッドに取り付けたまま

で行なってください。 フレームヘッドに取り付けていない状態で鋼球に力が加わると鋼

球が飛び出すおそれがあります。

１
1 ノーズピースをフレームヘッドごと本体から取り外し、 鋼球が入っている穴、 リベットを

挿し込む穴をエアブロー等で清掃してください。

１
2 清掃後、 鋼球が入っている穴に粘度が低めの潤滑油等を塗布し、 再度組み立てます。

あふれた潤滑油はふき取ってください。

注  意

清掃しても症状が改善されない場合は、 ノーズピース自体の交換を行なってください。

潤滑油塗布

エアブロー等

エアブロー等

例

鋼球が

入っている穴

リベットを

挿し込む穴
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●電池パックの寿命

電池パックには寿命があります。 正しく充電しても極端にリベッティング本数が少なくなっ

た場合は、 電池パックの寿命です。 新しい電池パックにお取替えください。

警  告

当社指定以外の電池パックや改造されたもの （電池パック内の蓄電池等を交換した

ものを含みます。） を絶対に使用しないでください。

使用された場合の事故 ・ 故障については、 一切の責任を負いません。

< リサイクルについて >

・  この製品に使用しているリチウムイオン電池はリサイクル可能な電池パックです。

・  貴重な資源のリサイクルと環境保護の為にご不要になった電池パックは、 お買い

上げの販売店へお持ち頂けますようお願いします。 （電池パックは、 短絡防止の

ため 必ず端子部に絶縁テープ等を貼ってください。）

・  工具を廃棄する際は、 国、 各自治体の廃棄物に関する法、 規制、 条例等に従っ

て処分してください。

●充電器の点検

電源プラグをコンセントから抜いてから電源ケーブルが破損していないか、 端子部にごみ

等がないか確認してください。

●清掃

本体、 電池パック及び充電器は、 やわらかい布でふいてください。

シンナー ・ ベンジン等の有機溶剤の使用は変形、 変色、 割れ等の原因となります。

●保管方法

使用後はお子様の手の届かない乾燥した場所に保管してください。

また長時間使用されない場合は、 電池パックを本体より取り外しておいてください。

長期間 （六ヶ月以上） 使用しない場合は 35℃以下の場所で保管してください。

電池パックの過放電を防ぐため定期的に実用充電容量まで充電を行なってください。

また、 本体や充電器に挿したまま保管しないでください。
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● R2B1 分解図
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番号 部品名
コード
No.

消耗
部品

材質

1 フレームヘッドナット 68425 ｱﾙﾐﾆｳﾑ

2 フレームヘッドダンパー 68449 〇 ゴム

3 保持ﾉｰｽﾞﾋﾟｰｽﾕﾆｯﾄ -4.8 ※ 71360 〇 スチール

(3) 保持ﾉｰｽﾞﾋﾟｰｽﾕﾆｯﾄ -2.4 71357 〇 スチール

(3) 保持ﾉｰｽﾞﾋﾟｰｽﾕﾆｯﾄ -3.2 71358 〇 スチール

(3) 保持ﾉｰｽﾞﾋﾟｰｽﾕﾆｯﾄ -4.0 71359 〇 スチール

4 フレームヘッド 68448 スチール

5 ジョーケースヘッド 10280 〇 スチール

6 超硬質ジョー中 10281 〇 スチール

7 ｼﾞｮｰﾌﾟｯｼｬｰ 4.8 ﾕﾆｯﾄ※ 68436 〇 ①

(7) ｼﾞｮｰﾌﾟｯｼｬｰ 2.4 ﾕﾆｯﾄ 68439 〇 ①

(7) ｼﾞｮｰﾌﾟｯｼｬｰ 3.2 ﾕﾆｯﾄ 68438 〇 ①

(7) ｼﾞｮｰﾌﾟｯｼｬｰ 4.0 ﾕﾆｯﾄ 68437 〇 ①

8 O リング P-4 10454 〇 ゴム

9 ジョープッシャースプリング 68441 〇 スチール

10 回り止めリング 68428 スチール

11 O リング P-15 10405 〇 ゴム

12 ハンガー 68424 スチール

13 マンドレルコレクター 68445 〇 ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ

14 電池パック BPL1825   474 〇 ②

オプション品
ノーズピース 2.4 10027 〇 スチール

ノーズピース 3.2 10028 〇 スチール

ノーズピース 4.0 10029 〇 スチール

ノーズピース 4.8 10030 〇 スチール

大容量電池パック BPL1850   476 〇 ②

充電器
15 充電器 BC037T 9579 〇 電子機器

16 電源ケーブル 68758 〇 ③

・  ※マークの部品が出荷時に

組付けられています。

括弧付きの部品番号は付属

品です

・  ハンガーは出荷時に組付けら

れていません。

・  消耗部品の項目に〇印があ

る部品は定期的な交換が必

要とされている部品です。

・  材質①にはスチール、 ステン

レスが含まれています。

・  材質②はリチウムイオン蓄電

池です。 法令等に従ってリサ

イクルを行なってください。

・  オプション品表に記載のノー

ズピースはリベット保持機構

なしです。

・  BC037T には電源ケーブルが

同梱されています。

・  材質③には銅、 プラスチック、

ゴムが含まれています。 

● R2B1 部品表
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●部品の注文方法

下記のように機種名、部品名、コード No、数量を明記して販売店、又は当社にご注文ください。

機種名 部品名 コード No. 数量

R2B1 超硬質ジョー中 10281 1 セット

R2B1 ジョープッシャー 4.8 ﾕﾆｯﾄ 68436 1 個

（例）

注  意

部品が改良された場合、 旧部品の保有期間は５年となっておりますのでご了承くださ

い。

●故障かな？と思ったら

故障とお考えの前に以下の項目の確認を行なってください。 全て確認しても当てはまらな

い場合は当社にお問い合わせ又は修理を依頼してください。

お問い合わせ又は修理依頼の際は、 以下の項目を確認していただき、 使用状況、 症状

等を出来るだけ詳しく連絡していただけますと、 修理上がり納期を短縮することにもなり

ますのでよろしくお願いいたします。

症  状 原  因 処  置

リ ベ ッ ト が 入 ら な

い、 又はリベッティ

ング後マンドレルが

抜けない。

ノーズピース又はジョープッ

シャーの選定ミス。

リベットサイズにあった正しい部品に交

換してください。 　（P.13 参照）

ノーズピースの緩み。 スパナ等で完全に締め付けてください。

（P.23 参照 )

ジョーケース部の組立不

良。

ジョーケース内の部品の取り付け順序

を確認してください。

ジョーとジョーケースヘッド

の接触面の不円滑 （かみ

つき）。

ジョーとジョーケースヘッドの内側の掃

除をしてジョー背部にエビ印潤滑油をつ

けてください。 　(P.22-25 参照 )

ジョーケース又はジョープッ

シャーユニット内でマンドレ

ルが重なっている、 詰まっ

ている。

ジョーケースヘッドを外し、 ジョーケース

内、 ジョープッシャーユニット内に詰まっ

ているマンドレルを取り除いてください。
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症  状 原  因 処  置

フレームヘッド内でマ

ンドレルがつぶれる。

マンドレルの排出忘れ。 マンドレルをマンドレルコレクターに排出

してから次の作業を行なってください。

1 度の動作でリベッ

トが切断できない。

リベットが使用板厚に適し

ていない。

板厚に合った適正なリベットをご使用く

ださい。

ジョーケース部の組立不

良。

ジョーケース内の部品の取り付け順序

を確認してください。

ジョーが磨耗している。 ジョーを交換してください。

ジョーの潤滑不足。 ジョーとジョーケースヘッドの内側の清

掃を行い、 ジョー背部にエビ印潤滑油

を塗布してください。 （P.22-25 参照）

モーターが起動し

ない。

電池パックが充電されてい

ない。

電池パックを充電してください。

電池パックと本体の接点部

にごみが付着している。

ごみを取り除いてください。

過負荷による電池パックの

保護回路の起動。

過負荷の原因を取り除いてください。

マンドレルコレクターが外れ

ている。

マンドレルコレクターを取付けてくださ

い。

作業灯が点灯しな

い。

非点灯設定になっている。 作業灯切替ボタンで設定を変更してくだ

さい。 (P.21 参照 )

正しく充電しても電

池パックの使用時

間が大幅に短い。

電池パックの寿命。 新しい電池パックを購入してください。

満 充 電 し た 電 池

パックを再度充電

すると充電ランプが

点灯する。

満充電の検知に時間がか

かるため。

しばらくすると充電完了表示になりま

す。

充電 中、 テレ ビ・ ラ

ジオに雑音が入る。

高周波で制御しているた

め。

別のコンセントで充電してください。 テレ

ビ・ラジオから離してください。
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症  状 原  因 処  置

電池パックを差し込

んでも充電ランプ

が点灯しない。

電源ケーブルが接続されて

いない。

電源ケーブルをコンセントに差し込んで

ください。

充電器と電池パックの接点

部にごみが付着している。

ごみを取り除いてください。 作業は電源

プラグを抜いた状態で行なってください。

充電完了までに時

間がかかる。

電池パックが熱を持ってい

る （橙点滅・充電待機中）。

電池パックが冷えてから充電してくださ

い。

電池パックが冷えている。 電池パックを 10℃以上の場所で一時間

程度放置してから充電してください。

マ ン ド レ ル コ レ ク

ターが開く

マンドレルコレクター内にマ

ンドレルをため過ぎている。

定期的にマンドレルを廃棄してください。

（P.20 参照）

切断されたマンド

レルがノーズピー

ス先端から突き出

る。

リベットの破断面がとがって

いる。

突き出たマンドレルを取り除いて作業を

継続してください。

リベットの保持が弱

い又はできない。

ノーズピースの清掃不足。 ノーズピースの清掃を行なってください。

（P.26 参照）
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